
 図書室からのお知らせ ～12 月～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   悪魔と呼ばれた男 

  

 暗く重い内容だが、テンポよ

く進み最後の最後まで油断で

きないシリアスな内容である。

ある程度は先が読めながらも

良い緊張感を保ったまま最後

まで引きこまれる作品です。 

         Ｓ教諭 

 

光明学園相模原高等学校 2025/12/1 

著：神永学  講談社文庫 
 

  今月のお薦め本 

   ハリーポッターと 

       アズカバンの囚人 

        ワーナーブラザース 

           ホームエンターテイメント 

 シリーズの中でも特に主要キャラク

ターの個性や人間関係が深まってい

てディメンターなどの不気味な存在

感とそれらを描いた映像表現や世界

観に大きな変化が見られ、完成度の

高い作品としてあげられています。 

 特にルーピン先生の「闇の魔術」に

対する「防衛術の授業」でボガートが

ハリーを大切に思ったシーンなど恐

怖と不安を描き、ハリー、ロン、ハー

マイオニーの 3人の成長が色濃く描

かれています。魔法世界の冒険だけ

でなく、彼らの青春物語としても楽し

めます。      図書委員 

 

               

 
 
 
 
 
 

      星の王子さま 
著：アントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリ  

             新訳：池澤夏樹 

 私はサン＝テクジュペリの代表作であ

る「星の王子さま」（池澤夏樹 新訳）を

お薦めします。この本は私が中学生の時

に読んだことのある作品で、砂漠のまっ

ただ中に不時着した飛行士の前に不思

議な金髪の少年が現れ「ヒツジの絵を描

いてほしい」とねだる。少年の話から彼

の存在の謎が明らかになる。王子様の

語るエピソードには命の源が隠されて

いる。生きる意味を問いかけるような

作品なので興味があったら読んでみて

ください。         図書委員 

 

 早いもので、今年も「師走」がやってきました。 

社会では日本初の女性総理大臣が誕生しました。そして現在は各地でクマによる騒動が起きています。 

色んなことで今年は後世に残る 1年となることでしょう。 

＜新着本！＞今月もたくさんの本が入りました

  

「クマはなぜ人里に出てきたのか」 旬報社 

  

「毎日おにぎり３６５日」  自由国民社 

「日本史・世界史」   集英社 

  

 

「瑠璃の宝石」 KADOKAWA 

 東大生お薦めの本です。高校

生向けの用語、文章で書かれて

いるコミック本です。一回読む

だけでも理解度ＵＰです。 

      監修 松方冬子 

 

 

 クマが市街地のスーパーにまで侵入して

きた今、どう私たちは身を守れるのか？ 

         著：永幡嘉之 

 

 とにかく３６５種類のおにぎりが登場します。

「目からウロコ」の驚きです。歌舞伎揚げ、柿の

種、ビッグカツ、チキンラーメン、甘栗等、何でも

あり！です。「クリチ」がよく使われていて「ひろ

し」 「しげき」 「あかり」も登場します。 

  知りたい方はぜひご覧ください。  著：ゆこ 

 アニメ化もされている高校生が

主役の人気作品です。 

「石」の事を知りたいなら第一歩

としてお薦めです。  

        著：渋谷圭一郎 

 

もう、梅干しや鮭では 

我慢できないかも💦 

https://www.hanmoto.com/bd/search/publisher/%E8%87%AA%E7%94%B1%E5%9B%BD%E6%B0%91%E7%A4%BE
https://www.kadokawa.co.jp/product/search/?auth=%E6%B8%8B%E8%B0%B7%E5%9C%AD%E4%B8%80%E9%83%8E&indexFlg=2


 

 

 

 

 

 

 

 

 

順次，書架の紹介をしています。今月は書架 12 番 

映画化、ドラマ化された本のコーナーです。本を読まない人も映画のＣＭで知っている作品ばかりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

              「豊饒
ほうじょう

の海」 第１巻「春の雪」 著：三島由紀夫  新潮文庫 

 この作品は三島由紀夫が４５歳で割腹自殺をする直前に書き上げたといわれる遺作です。 

彼の師である川端康成は「源氏物語以来の作品」と評価しています。三島由紀夫は、戦後の日本文学界を

代表する作家です。皆さんも「金閣寺」「潮騒」は読まれたことでしょう。私は、この「春の雪」というタイトル

と「大正時代、永遠を約束されたはずの二人に悲劇は静かに訪れる・・・」という言葉に惹かれて読み始め

ました。貴族の世界を舞台とした恋愛小説です。 

 結論は、２０歳の若さで死ぬ男性と美貌の令嬢との結ばれない恋です。つまり「禁じられた恋」に生命を

かけた話です。二人の運命は破滅へとすすみ悲劇を迎えます。ストーリーは単純ですが仏教や神道の世

界、また能の「シテ」「ワキ」という世界も表現したようですが、私には理解不可能でした。 

「豊饒の海」は第４巻まであります。この冬、じっくり読んでみたらいかがでしょうか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KOMA のおすすめ 

＜図書室ひとまわり＞ 

 

 「令和イチ泣ける」という話題の純愛小説「ストロベ

リームーン」を紹介します。「余命半年の恋」というと

何となく想像できますが日向（ひなた）と萌（もえ）を

とりまく高校の友人、教師などまわりの人たちとの

関係がとても素敵です。 

ちなみに「ストロベリームーン」とは月の満月を 

さし、「恋を叶えてくれる月」とのことです。 

 今年は新たな試みとして９月から蔵書点検の準備を始めました。 

壁面の上段の本は、図書委員が２人組となり１冊づつ読込みをしてい

きました。１１月末現在、順調に作業は進んでいます。１２月の期末試

験終了後から作業を再開していく予定です。 

 登校日（１６日）からは通常貸出し可能です。冬休み期間ですので、 

貸出期間が１ヵ月となります。ぜひ借りて家でゆっくりご覧ください。 

一人５冊まででＤＶＤも貸出しＯＫです。 

                  小牧 

図書委員会からのお知らせ 


